
1　
ま
だ
ま
だ
続
く
超
高
齢
社
会

平
成
26
年
9
月
の
総
務
省
の
発
表
に

よ
る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

前
年
と
比
べ
て
1
1
1
万
人
増
え
て

3
2
9
6
万
人
と
な
り
、
日
本
の
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
25
・
9
％
と
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の

高
齢
者
数
は
増
加
を
続
け
、
2
0
4
2

年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す（
3
8
7
8
万
人
）（
表
1
参
照
）。
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平
成
27
年
4
月
か
ら
、
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
が
、
利
用
者
の
方
々
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
る
か
を
中
心
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ⅰ　

背
景
：
高
齢
者
の
人
口
動
態
と
住
ま
い
の
現
状

高
齢
者
向
け
の
住
ま
い
に

か
か
わ
る

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

表1　�65歳以上、及び75歳以上の人口・全人口に占める�
割合の推計

2012年 
8月

2015
年

2025
年

2055
年

65歳以上 
高齢者人口 
（割合）

3,058
� 万人
（24.0%）

3,395
� 万人
（26.8%）

3,657
� 万人
（30.3%）

3,626
� 万人
（39.4%）

75歳以上 
高齢者人口 
（割合）

1,511
� 万人
（11.8%）

1,646
� 万人
（13.0%）

2,179
� 万人
（18.1%）

2,401
� 万人
（26.1%）
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ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
で
予

測
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
、
ま
た
は
夫
婦
の
み
世
帯
の
増

加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す（
グ
ラ
フ
1
参
照
）。

2　
高
齢
者
の
住
ま
い
の
現
状

平
成
25
年
12
月
末
現
在
、
65
歳
以
上

の
方（
介
護
保
険
の
第
1
号
被
保
険

者
）の
大
多
数
、97
％
が
在
宅
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者（
日
常
生
活
上
の
基
本
的
動

作
に
つ
い
て
、
自
分
で
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
何
ら
か
の
介
護
を
要
す
る
人
）

に
つ
い
て
も
、
80
％
以
上
の
人
が
在
宅
で

介
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
2
参
照
）。

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険

制
度
は
、〝
介
護
は
社
会
が
担
う
〟と
い

う
基
本
姿
勢
の
も
と
日
本
の
高
齢
社
会

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す（
図
1
参
照
）。

介
護
保
険
制
度
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
区
町
村
の
公
費
と
40
歳
以
上
の

国
民
が
納
め
る
保
険
料
か
ら
、
介
護
や

支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。
一
方
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量

を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
の

み
で
は
な
く
、
民
間
の
営
利
法
人
や

N
P
O
法
人
を
、
介
護
を
担
う
組
織
と

し
て
制
度
の
な
か
で
積
極
的
に
位
置
づ
け

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
要
介
護
者
を
対

象
と
し
た
公
的
な
施
設
と
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
の

整
備
は
行
わ
れ

て
き
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、

公
的
な
財
源
か

ら
の
援
助
を
前

提
に
す
る「
施

設
」は
、
無
制

限
に
増
や
す
こ

と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
た

の
で
す
。
特
に

大
都
市
圏
に
お

い
て
は
、
土
地

取
得
も
ま
ま
な

ら
ず
、
増
加
す

る
要
介
護
者
を

対
象
と
し
た
民

間
に
よ
る「
高

Ⅱ　

介
護
保
険
制
度
と
高
齢
者
向
け
住
ま
い
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（1,000世帯）

世帯主が65歳以上の単独世帯及び夫婦のみ世帯数の推計
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世帯主が65歳以上の単独世帯と夫婦のみ世帯の世帯数全体に占める割合
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グラフ1　世帯主が65歳以上の単独世帯及び夫婦のみ世帯数の推計

第１号被保険者数　3,168万人

認
定
の

有
無

居
住
の
場

要支援・要介護認定者以外の者
2,602万人（82%）

在宅
2,602万人（82%）

要支援・要介護認定者
566万人　（18%）

在宅
472万人（15%）

施設等
94万人

（3%）

83% 17%

在宅高齢者における
ケアのニーズは高い

① 第１号被保険者数、要支援・要介護認定者数については、介護保険事業状況報告の数値
（平成25年12月末現在）。

② 施設等入所者数については、平成25年介護給付費実態調査より、介護保険３施設の利用者数の合計。

グラフ2　65歳以上の高齢者人口と、要介護認定の有無、居住の場について

※図１の加入者の費用負担方法は「法定代理受領」と言い、他に「償還払い」があり
ます。これは、加入者がサービス利用時に、料金の全額（10割）をサービス提供
事業者に支払い、その時の領収書をお住まいの市区町村に送付して、9割分の
返金（償還）を受け取ります。

※平成27年8月以降、一部の加入者の自己負担が2割となります（詳細は5ページ
参照）。

市区町村（保険者）

●サービスの費用
（9割）を支払う●サービスを提供する

介護保険事業を運営し、保険
料の徴収や要介護認定、保
険給付などを行います。

加入者（被保険者）

サービス提供事業者

契約にもとづいてサービスを提供します。

保険料を納め、介護が必要に
なったら申請してサービスを利用
します。強制加入です。

（指定を受けた社会福祉
法人、医療法人、民間企
業、非営利組織など）

●保険料を納める
●要介護認定を申請する

●被保険者証を交付する
●要介護認定を行う

●サービスを
利用する

●費用の1割を
支払う

図1　介護保険の基本的な仕組み
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齢
者
向
け
住
ま
い
」が
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

民
間
に
よ
る
高
齢
者
向
け
住
ま
い
の

代
表
例
で
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、

介
護
保
険
制
度
の
開
始
以
前
、
元
気
な

う
ち
に
入
居
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

か
ら
も
そ
の
ホ
ー
ム
で
暮
ら
し
続
け
る
方

式
の
ホ
ー
ム
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、

建
築
費
用
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
人
件
費

等
を
入
居
者
が
全
額
自
己
負
担
で
ま
か

な
う
仕
組
み
だ
っ
た
た
め
に
、
か
か
る
費

用
が
ど
う
し
て
も
高
額
と
な
り
、
一
定
の

所
得
を
有
す
る
高
齢
者
を
対
象
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。

平
成
12
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制

度
で
は
、
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
に
、
は
じ
め
て
公
的
費
用（
介

護
報
酬
）が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
介
護
事
業
や
高

齢
者
向
け
住
ま
い
の
事
業
に
参
入
す
る

事
業
者
が
増
加
し
、
多
く
の
方
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
向
け
住
ま
い
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

要
介
護
者
を
対
象
と
し
た
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の「
高
齢
者
向
け
住
ま
い
」

は
、
介
護
保
険
法
施
行
を
機
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て

は
、
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
開
始

直
前
に
は
全
国
で
3
0
0
強
で
あ
っ
た

ホ
ー
ム
の
数
が
、
平
成
26
年
7
月
に
は

９
，5
0
0
強
ま
で
増
え
て
お
り
、
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
数
は
、

平
成
26
年
9
月
時
点
で
５
，0
0
0
弱

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」と「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」の
両
方
の
定
員
数

を
足
す
と
、
54
万
人
を
超
え
て
お
り
、
こ

れ
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
介
護
老
人

福
祉
施
設
）の
定
員
数
の
合
計
を
超
え
た

数
と
な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
3
）。

（単位：人・床）
600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

介護老人福祉施設（特養） 
介護療養型医療施設
養護老人ホーム
有料老人ホーム

介護老人保健施設（老健）
認知症高齢者グループホーム
軽費老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅

特養

有老
老健

認知症
GH
サ付き軽費

介護
療養養護

538,900

387,666

352,300

184,500

66,100
91,474

65,113

158,579

H12

※１：介護保険３施設及び認知症高齢者グループホームは、「介護サービス施設・事業所調査（10/1時点）　
　　　【H12・H13】」及び「介護給付費実態調査（10月審査分）【H14～】（定員数ではなく利用者数）」による。
※２：介護老人福祉施設は、介護福祉施設サービスと地域密着型介護福祉施設サービスの利用者を合算したもの。
※３：認知症高齢者グループホームは、H12 ～ H16は痴呆対応型共同生活介護、H17 ～は認知症対応型共
　　　同生活介護により表示。
※４：養護老人ホーム・軽費老人ホームは、「H24社会福祉施設等調査（10/1時点）」による。ただし、H21
　　　～ H23は調査票の回収率から算出した推計値であり、H24は基本票の数値。
※５：有料老人ホームは、厚生労働省老健局の調査結果（7/1時点）による。
※６：サービス付き高齢者向け住宅は、「サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム（9/30時点）」による。

グラフ3　高齢者向け住まいの定員数
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1　
今
回
の
介
護
保
険
制
度
改
正

の
主
要
な
点

介
護
保
険
は
、
制
度
見
直
し
が
5
年

に
1
回
、
報
酬
見
直
し
が
3
年
に
1
回

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
に
お
い

て
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」と「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の

構
築
」を
2
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
・
医
療
・
生
活
支
援
・
介
護

予
防
を
充
実
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今

回
の
改
正
の
一つ
目
の
柱
と
し
て
、
中
重

度
の
要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の

対
応
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
在
宅
医

療
と
介
護
の
連
携
の
推
進
、
認
知
症
施

策
の
推
進
等
で「
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）

と
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）に
つ
い

て
、
全
国
一
律
の
保
険
給
付
を
提
供
す
る

こ
と
か
ら
、
市
区
町
村
独
自
の
地
域
事

業
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
居
者
を
要
介
護
3

以
上
の
高
齢
者
に
限
定
し
、
在
宅
で
の
生

活
が
困
難
な
、
中
重
度
の
要
介
護
者
を

支
え
る
施
設
と
し
て
の
機
能
に
重
点
を
お

く
等
の「
効
率
化
」が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
居
者
の
9
割
近
く
は
要
介
護
3
以
上

と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
介
護
の
必
要
性
の

高
い
要
介
護
4
～
5
の
方
が
多
数
、
在

宅
で
入
居
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が

あ
る
の
で
す（
グ
ラ
フ
4
、
表
2
参
照
）。

た
だ
し
、
要
介
護
1
、
2
で
あ
っ
て
も

市
区
町
村
の
適
切
な
関
与
の
も
と
、
特
例

的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
る
場
合（
詳
細
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
）が
あ
り
、
そ
れ
は

①　

�

認
知
症
で
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
な
症
状
等
が
頻
繁
に
見

ら
れ
る
こ
と

②　

�

知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
を
伴

い
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
よ

う
な
症
状
等
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る

こ
と

③　

�

深
刻
な
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
と
等
に

よ
り
、
心
身
の
安
全
・
安
心
の
確

保
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と

④　

�

単
身
世
帯
等
家
族
等
の
支
援
が
期

待
で
き
ず
、
地
域
で
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
供
給
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

等
の
場
合
で
す
。

2
つ
目
の
柱
の「
持
続
可
能
な
介
護
保

険
制
度
の
構
築
」は
、「
費
用
負
担
の
公

平
化
」と
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
低
所

得
者
の
介
護
保
険
料
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

軽
減
す
る
一
方
で
、
一
定
以
上
の
所
得
の

あ
る
利
用
者（
65
歳
以
上
高
齢
者
の
所

得
上
位
20
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
）に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
負
担
1
割
を
2
割

（
平
成
27
年
8
月
以
降
）に
引
き
上
げ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
全
体
の
見
直
し
の
ほ
か
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護

Ⅲ　

今
回（
平
成
27
年
度
）の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

平成12年

平成23年

12.5 14.9 19.0 28.7 22.9

8.7

（3.35）
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ （平均要介護度）

3.1 20.3 32.0 35.8 （3.89）

2.7 9.0 26.1 36.7 25.6

（ 施設数：7,865施設 サービス受給者数：51.6万人（平成25年10月） ）

0%  10% 20% 30% 40%  50%  60%  70%  80%  90% 100%

【参考】
平成23年度における
特養の新規入所者
※全体の約14万人
のうち要介護1・2
は約1.6万人

グラフ４　要介護度別の特別養護老人ホーム入所者の割合

表2　特別養護老人ホームの入所申込者の状況
（単位：万人）

要介護1〜2 要介護3 要介護4〜5 計

全体 17.8
（34.1%）

12.6
（24.1%）

21.9
（41.8%）

52.4
（100%）

うち在宅 
の方

10.7
（20.4%）

6.6
（12.7%）

8.7
（16.5%）

26.0
（49.6%）

※�各都道府県で把握している特別養護老人ホームの入所申込者の
状況を集計したもの。
　（平成26年3月集計。調査時点は都道府県によって異なる。）
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報
酬
も
、
4
月
支
払
い
分
か
ら
改
定
さ

れ
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
基
本
と
な
る
報
酬
額
は

減
額
さ
れ
ま
す
が
、
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
等
の
見
直
し
で
報
酬
額
を
増
額
さ

せ
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２�　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己

負
担
２
割
へ
の
増
額
に
つ
い
て

平
成
27
年
8
月
か
ら
、一
定
以
上
の
所

得
の
あ
る
方
の
介
護
保
険
利
用
料
の
自

己
負
担
割
合
が
、
1
割
か
ら
2
割
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の

場
合
、
自
己
負
担
が
2
割
と
な
る
の
は
、

モ
デ
ル
年
金（
1
9
8
万
円
）や
平
均
的

消
費
支
出（
1
7
0
万
円
）の
水
準
を
上

回
り
、
か
つ
被
保
険
者
の
上
位
20
％
に
該

当
す
る
、年
金
収
入
額
2
8
0
万
円
以
上

（
合
計
所
得
金
額
1
6
0
万
円
以
上
）の

方
を
予
定
し
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
5
）。

利
用
者
の
所
得
分
布
は
、
被
保
険
者

全
体
の
所
得
分
布
と
比
較
し
て
低
い
た

め
、
被
保
険
者
の
上
位
20
％
に
相
当
す
る

基
準
を
設
定
し
て
も
、
実
際
に
影
響
を
受

け
る
の
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

15
％
程
度
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

居
者
の
5
％
程
度
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　介護保険の申請を行うと、申請者の身体の状態等について調査が行われ、下記のように認定されます。要介護状

態区分によって、介護サービスの内容等が決まります。

＜要介護度ごとの身体の状態＞
※平均的な状態の例ですので、ご本人の状態と完全に一致するものではありません。

要介護状態区分 身体の状態（例）

要
支
援

要支援1 要介護状態とは認められないが、社会的支援を要し、
介護予防が必要と思われる状態。 

日常生活の能力は基本的にはあるが、入浴などに一
部介助が必要。

要支援2 生活の一部について、部分的介護を要し、介護予防
が必要と思われる状態。 立ち上がりや歩行が不安定。

要
介
護

要介護1
生活の一部について、部分的介護を要し、疾病など
により心身の状態が不安定なため、介護予防サービ
スの適切な利用が見込まれない状態。 

立ち上がりや歩行が不安定。排せつ、入浴などに一
部介助が必要。

要介護2 軽度の介護を要する状態。 起き上がりが自力では困難。 排せつ、入浴などで一
部または全体の介助が必要。

要介護3 中度の介護を要する状態。 起き上がり、寝返りが自力ではできない。排せつ、
入浴、衣服の着脱などで全体の介助が必要。

要介護4 重度の介護を要する状態。 排せつ、入浴、衣服の着脱など多くの行為で全面的
介助が必要。

要介護5 最重度の介護を要する状態。 生活全般について全面的な介助が必要。

グラフ5　自己負担2割とする水準（単身で年金収入のみの場合）

400300

190160

200100

合計所得金額

年金収入

※年金収入の場合：合計所得金額＝年金収入額－公的年金等控除（基本的に120万円）

医療保険の
現役並み所得
383万円

介護保険料
が第6段階
310万円

（案）被保険者の
上位20%
280万円

モデル年金
（厚生年金）
198万円

平均的消費支出
（無職高齢者単身世帯）

170万円

住民税
非課税
155万円
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ご
自
身
の
自
己
負
担
分
が
2
割
に
該

当
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

全
員
に
、
利
用
者
負
担
割
合
を
示
す
証

明
書
が
市
区
町
村
よ
り
交
付
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
方
の
場
合
に
は
、
所
得
証
明

等
の
手
続
き
で
、
自
己
負
担
割
合
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
詳
細
が
示
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
の
負
担
額
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
軽
減
す
る
等
の
改
定
も
行
わ
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
ご
と
に
、
具
体
的

な
保
険
料
の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

3　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
際
し
て
支
払
う
自
己
負
担
に
、
一
定

の
上
限
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

自
己
負
担
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

利
用
者
が
市
区
町
村
に
対
し
超
え
た
額
を

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」と
し
て
申
請

す
る
こ
と
で
、
費
用
負
担
の
軽
減
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額

が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
還
付
を
受

け
ら
れ
る「
高
額
療
養
費
制
度
」の
よ
う

な
制
度
で
す
。

現
在
で
も
、
1
世
帯
で
の
自
己
負
担

額
が
月
額
３
７
，2
0
0
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
そ
の
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
申

請
を
行
え
ば
、
後
日
還
付
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得

が
低
く
て
市
区
町
村
民
税
が
非
課
税
の

場
合
は
、
限
度
額
が
よ
り
低
く
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
で
は
、
逆
に
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
場
合
は
、
月
額
４
4
，4
0
0
円
ま

で
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た（
表
3
参
照
）。

1
カ
月
間
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

支
払
っ
た
合
計
金
額
が
、
自
己
負
担
上

限
額
を
超
え
た
場
合
、
市
区
町
村
か
ら

通
知
書
と
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

Ⅳ　

�

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

の
介
護
保
険
制
度
の
位
置
づ
け

1　
「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
」と
は

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」や「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」の
中
で
、
介
護
保

険
制
度
上
の
基
準
を
満
た
し
て
指
定
を

受
け
た
施
設
は
、「
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
」と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
保
険

給
付
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
は

入
居
者
に
対
し
、
そ
の
ホ
ー
ム
内
に
お
い

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等
の
介
護
、

そ
の
他
日
常
生
活
ま
た
は
療
養
上
の
世

話
、
機
能
訓
練
等
を
ホ
ー
ム
の
職
員
が

提
供
し
ま
す
。
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
指
定
を
受
け
て
い
る
有
料
老
人

ホ
ー
ム
は「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

と
呼
び
ま
す（
表
4
参
照
）。

介
護
保
険
法
で
は
、「
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
」は
、
訪
問
介
護
や
通
所
介

護
と
同
様
の「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」と
位
置

付
け
ら
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

老
人
保
健
施
設
と
い
っ
た「
施
設
サ
ー
ビ

ス
」と
は
異
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
主
に「
公
的
費
用
が
導

入
さ
れ
て
い
る
公
的
な
施
設
」が「
施
設

サ
ー
ビ
ス
」と
見
な
さ
れ
て
い
て
、
民
間
の

事
業
者
が
提
供
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

場
合
は
、「
新
し
い『
自
宅
』に
引
っ
越
し
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
」と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す（
認
知
症
の
方
専
用
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
制
度
も
同
様
に
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
）。

〈現行〉 〈見直し案〉

自己負担限度額（月額）
現役並み
所得相当 44,400円

一般 37,200円（世帯）

市町村民税世帯非課税等 24,600円（世帯） 一般 37,200円

年金収入80万円以下等 15,000円（個人）

表3　自己負担限度額の引き上げ
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2　
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合

「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」の
指

定
を
受
け
て
い
な
い
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
場

合
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
等
の
介
護

保
険
上
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
、
施
設
外

部
の
事
業
所
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
居
宅
で
介

護
保
険
を
利
用
し
て
、
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
の
と
同
様
で
す
。
こ
の
よ

う
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は「
住

宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」と
呼
び
ま
す

（
表
4
参
照
）。

た
だ
、
実
際
に
は
、
同
じ
建
物
内
や

近
隣
地
の
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
連
携
し
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
が
、
同
時
に

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の
事
業
所
を
開

設
し
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
相
当
数
あ

り
ま
す
。

「サービス付き高齢者向け住宅」の大半が「有料老人ホーム」
　実は、「サービス付き高齢者向け住宅」は、それ以前「高齢者専用賃貸住宅」等の複数の高齢者の住まいが、
平成23年に制度上まとめられたものです。
　「サービス付き高齢者向け住宅」であっても、「高齢者を入居させ、食事、介護、家事、健康管理のいずれ
か」（老人福祉法29条）を提供していれば、それは同時に「有料老人ホーム」と位置付けられます。「サービス
付き高齢者向け住宅」のうち、95％前後の割合で少なくとも「食事の提供」を行っているので、それらは制度
上「有料老人ホーム」でもあるということになります。これにより、行政によるチェックも、老人福祉法に定
められた立ち入り調査等の対象となり利用者保護が可能となっているのです。

表4　厚生労働省「有料老人ホーム設置運営標準指導指針」（平成24年4月1日適用）による4つの類型

介護付有料老人ホーム
（一般型特定施設入居者生
活介護）

介護等のサービスが付いた高齢者向けの居住施設です。介護が必要となっても、
当該有料老人ホームが提供する特定施設入居者生活介護を利用しながら当該有
料老人ホームの居室で生活を継続することが可能です。
（介護サービスは有料老人ホームの職員が提供します。特定施設入居者生活介護
の指定を受けていない有料老人ホームについては介護付と表示することはでき
ません。）

介護付有料老人ホーム
（外部サービス利用型特定
施設入居者生活介護）

介護等のサービスが付いた高齢者向けの居住施設です。介護が必要となっても、
当該有料老人ホームが提供する特定施設入居者生活介護を利用しながら当該有
料老人ホームの居室で生活を継続することが可能です。
（有料老人ホームの職員が安否確認や計画作成等を実施し、介護サービスは委託
先の介護サービス事業所が提供します。特定施設入居者生活介護の指定を受け
ていない有料老人ホームについては介護付と表示することはできません。）

住宅型有料老人ホーム（注）
生活支援等のサービスが付いた高齢者向けの居住施設です。介護が必要となっ
た場合、入居者自身の選択により、地域の訪問介護等の介護サービスを利用し
ながら当該有料老人ホームの居室での生活を継続することが可能です。

健康型有料老人ホーム（注） 食事等のサービスが付いた高齢者向けの居住施設です。介護が必要となった場
合には、契約を解除し退去しなければなりません。

（注）�特定施設入居者生活介護の指定を受けていないホームにあっては、広告、パンフレット等において「介護付き」、「ケ
ア付き」等の表示を行ってはいけません。
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3　
今
回
の
介
護
保
険
制
度�

改
正
の
そ
の
他
の
影
響

前
段
で
述
べ
た
、
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
の

多
い
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て

も
変
更
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
介
護

保
険
制
度
で
は
、
全
国
共
通
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
、
要
支
援
1
と
2
の
利
用
者
の
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村
が
実
施
す
る
地

域
ご
と
の
事
業
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

が
個
別
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
市
区
町
村
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
違

い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
え
ま
す
。

この除外規定を見直し、有料
老人ホームに該当するサービ
ス付き高齢者向け住宅を住
所地特例の対象とする

※特定施設入居者生活介護の指定を受けて
　いない賃貸借方式のサービス付き高齢者向
　け住宅は対象外。

＜現在の対象施設等＞
（1） 介護保険３施設
（2） 特定施設（地域密着型特定施設を除く。）
　　・有料老人ホーム

　　・軽費老人ホーム
（3） 養護老人ホーム

A町とB市の役割分担
Ｂ 市
Ｂ 市
Ｂ 市
Ａ 町

住 　 　   　 所
住 　  民 　  税
行 政 サ ー ビ ス
介護保険の保険者

（介護保険料・保険給付）

自宅

Ａ町

対象施設

Ｂ市

図2　サービス付き高齢者向け住宅への住所地特例の適用
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有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は「
住
所
地
特

例
」と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保

険
に
お
い
て
は
、
住
民
票
の
あ
る
現
住
地

の
市
区
町
村
が
原
則
と
し
て
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
保
険
施
設
が
所
在
す

る
市
区
町
村
の
財
政
に
配
慮
す
る
た

め
、
特
例
と
し
て
、
入
居
す
る
転
入
先

の
市
区
町
村
で
は
な
く
、
現
住
地
の
市
区

町
村
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の

支
払
い
を
行
う
と
い
う
制
度
が「
住
所
地

特
例
」で
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
法
律
上
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
該
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
で
も
、
こ
の
住
所
地

特
例
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

（
図
2
参
照
）。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

は
、
様
々
な
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て

く
る
入
居
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
施

設
に
入
居
し
て
、
訪
問
介
護
や
通
所
介

護
を
受
け
る
場
合
、
そ
の
人
の
現
住
地
に

よ
っ
て
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
が

違
っ
て
き
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
と
め

今
春
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
は
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」と

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
構

築
」が
2
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
正

に
よ
り
、
要
支
援
の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
の
管
轄
に
な

り
、
地
域
性
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
報
酬
が
下
が
る
た

め
、
利
用
者
の
負
担
額
は
下
が
り
ま
す

が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
と
っ
て

は
、
収
入
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
厳
し
い

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
介
護
保
険
を
ご
利
用
い
た
だ
く
方
へ

の
影
響
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

平
成
27
年
7
月
か
ら
、
都
道
府
県
等
の

有
料
老
人
ホ
ー
ム
設
置
運
営
指
導
指

針
、
重
要
事
項
説
明
書
等
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
協
会
と
し
て
も
有
料
老
人
ホ
ー

ム
業
界
の
動
き
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
最

新
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
出
典
】

●
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

表
1
、
表
2
、
表
3
、
グ
ラ
フ
1
、

グ
ラ
フ
2
、
グ
ラ
フ
3
、
グ
ラ
フ
4
、

グ
ラ
フ
5
、
グ
ラ
フ
6
、
図
2

届出を行っていない有料老人ホーム

への指導

　有料老人ホームを設置しようとする場

合、老人福祉法第29条第1項に基づ

き、あらかじめ都道府県等に届出る義務

があります。つまり、「届出」を行っていな

い事業者は、老人福祉法に違反してい

るということになります。「届出」がない有

料老人ホームは、都道府県等との連携

体制が不十分となる恐れがあるため、都

道府県等は、未届施設に対する指導を

強化しています。事業主は、有料老人

ホームの定義（高齢者が入居し、食事、

介護、家事、健康管理のいずれかのサー

ビスを提供している）を満たしていれば、

届出の必要があります（表5参照）。

　平成25年時点の未届率は9.3％と

なっています（グラフ6参照）。

12,000

10 000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

※出典：厚生労働省老健局高齢者支援課調べ（毎年10月31日時点）

施設数（単位：件） 未届率（単位：％）
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

389

7.4

合計：5,253

合計：5,966 合計：6,985 合計：8,266

合計：9,827

4,864

248

4.2

5,718

259

3.7
6,726

403

4.9

7,863

911
9.3

8,916

未届施設数 届出施設数 未届率

グラフ6　有料老人ホーム・届出施設数と未届施設数

ポイント1
届出の有無は関係ない

・‌�届出がなくても、要件（高齢者が入居し、食事、介護、
家事、健康管理のいずれかのサービスを提供している）
を満たしている施設は、老人福祉法上の「有料老人ホー
ム」として扱われる。

・‌�事業者の意向は関係ないため、老人福祉法の規定に則
り、都道府県等は、未届の有料老人ホームに対しても
指導監督を行うことが可能。

ポイント2
入居者の人数は関係ない

・‌�有料老人ホームの定義には、入居人数の基準は設けら
れていないため、たとえ高齢者一人を相手にしていて
も、食事、介護、家事、健康管理のいずれかのサービ
スを提供していれば、有料老人ホームに該当する。

ポイント3
サービス提供の一体化に留意

・‌�有料老人ホームの要件は、住まいとサービスの「一体
的な提供」が行われていることにある。住まいと介護
等サービスを提供している事業者が別々であっても、
両者に委託関係があったり、経営上の一体性が認めら
れる施設については、有料老人ホームとして取り扱う。

表5　有料老人ホームと見なされる要件
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新
川
の
春

敬
老
園
ロ
イ
ヤ
ル
ヴ
ィ
ラ
八
千
代
台

入
居
者
　
山
中 

悟（
76
歳
）

印
旛
沼
を
源
と
す
る
新
川
は
、
私
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
敬
老
園
八
千
代
台

か
ら
、
歩
い
て
20
分
程
の
所
に
あ
り
、
ほ

ぼ
毎
日
川
筋
を
散
歩
し
ま
す
。

新
川
の
春
を
色
ど
る
の
は
、
川
筋
の
桜

並
木
で
す
。
今
年
は
、
３
月
下
旬
に
暖

か
い
日
が
続
き
、
一
瞬
に
し
て
満
開
と
な

り
ま
し
た
。
又
、
枯
草
の
土
手
に
は
、
菜

の
花
が
明
る
く
咲
き
揃
っ
て
い
ま
す
。

目
を
川
面
に
向
け
る
と
、
鴨
達
が
悠
々

と
泳
い
で
お
り
、
川
鵜
は
水
深
の
あ
る
中

央
付
近
で
、
冷
た
い
水
を
も
の
と
も
せ

ず
、
せ
っ
せ
と
潜
り
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
川
岸
の
浅
瀬
に
は
、
白
鷺
が
身
動

き
も
せ
ず
、
端
正
な
姿
で
立
って
い
ま
す
。

一
寸
下
流
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰
の

上
で
は
、
冬
眠
か
ら
醒
め
た
亀
が
10
匹

以
上
、
子
亀
を
背
中
に
乗
せ
た
り
し
て
、

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
甲
羅
干
し
を
し
て
い

ま
す
。
新
川
の
春
は
駆
け
足
で
や
っ
て
来

て
、
動
植
物
や
私
達
に
生
き
る
喜
び
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
人
間

庵
原
屋
日
和
館

入
居
者
　
前
田 

研
吉（
93
歳
）

私
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
生
活
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
番
素
晴
ら
し
い

こ
と
は
親
密
な
友
人
が
出
来
る
事
で
す
。

親
密
な
人
間
関
係
は
思
い
や
り
の
穂
先
で

生
ま
れ
ま
す
。
脆
弱
な
も
の
で
す
か
ら
大

切
に
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
親
密
な
友
人
達
は

皆
さ
ん
が
カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
人
間
で
す
。

毎
週
木
曜
日
の
午
後
に
は
カ
ラ
オ
ケ
の

店
に
行
っ
て
、
自
分
自
身
も
好
き
な
歌
を

歌
い
友
人
達
の
好
き
な
歌
も
聴
い
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
歌
に
ど
ん
な
さ
び
が

付
き
、
ど
ん
な
ジェス
チ
ャ
ー
が
入
る
の
か

先
刻
み
ん
な
が
承
知
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
尚
且
つ
熱
唱
す
る
歌
手
の
情
熱

的
姿
勢
と
態
度
が
素
晴
ら
し
い
の
で
、
熱

い
声
援
が
毎
回
湧
き
起
っ
て
来
る
の
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
情
熱
が

永
続
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

信
念
と
終
焉

大
阪
ゆ
う
ゆ
う
の
里

入
居
者
　
井
上 

博
司（
85
歳
）

昭
和
十
九
年
九
月
私
は
十
五
歳
の
時

自
ら
志
願
し
て
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習

生
と
し
て
鹿
児
島
航
空
隊
に
入
隊
、
そ

の
半
年
後
長
崎
県
戸
石
村
の
特
攻
魚
雷

艇
基
地
に
配
属
さ
れ
、
日
夜
軍
事
演
習

に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
年
八
月
九
日
午
前
十
一
時
九
分
、
船

上
に
い
た
私
は
突
然〝
ピ
カ
ッ
ー
〟と
非
常

に
眩
し
い
光
を
視
、
直
後
に〝
パ
ー
ン
〟と

い
う
は
じ
け
る
よ
う
な
大
き
な
音
を
聴

き
、
二
、
三
分
後
上
空
が
真
黒
に
な
り
、

空
か
ら
紙
く
ず
や
、
土
砂
の
粉
が
降
り

注
ぐ
の
を
見
ま
し
た
。
何
事
が
起
き
た
の

か
わ
か
ら
ず
、
兵
舎
に
帰
り
上
官
や
同

僚
と「
何
だ
ろ
う
」と
話
を
し
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
夕
刻
黒
こ
げ
の
服
を
着
た

人
、
顔
や
手
足
を
負
傷
し
た
人
達
が
ぞ

ろ
ぞ
ろ
と
兵
舎
の
前
の
道
路
を
家
路
に
急

い
で
い
る
様
子
で
し
た
。
終
戦
後
武
装
解

除
さ
れ
郷
里
に
帰
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
等
に
よ

り
、
米
軍
の
原
子
爆
弾
で
あ
っ
た
事
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
半
年
後
長
崎

市
を
訪
れ
た
際
、
市
内
は
一
面
の
焼
野
原

で
市
民
の
四
分
の
一
程
の
人
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
聞
き
、
こ
の
事
が
そ
れ
か
ら
の
私

の
生
き
ざ
ま
に
大
き
な
影
響
を
与
え「
戦

争
に
は
絶
対
反
対
」と
い
う
信
念
を
持
つ

に
至
り
ま
し
た
。

後
何
年
許
さ
れ
て
生
か
さ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
信
念
を
堅
持
し
な
が

ら
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
、
大
阪
ゆ
う
ゆ

う
の
里
で
、
施
設
長
始
め
各
課
職
員
の

皆
様
方
の
昼
夜
分
た
ず
、
懇
切
丁
寧
な

生
活
支
援
と
介
護
を
頼
り
に
、
悠
々
と

そ
し
て
楽
し
い
生
活
を
お
く
り
、
私
の
人

生
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

介
護
の
中
か
ら
得
る
も
の

ラ
イ
フ
＆
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
港
北

職
員
　
難
波 

祐
見
子

「
友
達
に
な
っ
て
く
れ
る
？
」介
護
の
合

間
に
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
、「
よ
ろ
こ
ん

で
！
」と
答
え
る
と「
あ
ぁ
ー
よ
か
っ
た
！
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
。

日
々
の
何
気
な
い
生
活
の
中
に
も
、
こ
ん

な
う
れ
し
い
会
話
が
あ
り
介
護
っ
て
い
い

な
ー
と
思
う
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

「
気
持
ち
い
い
ね
ー
…
こ
ん
な
風
に
介

護
し
て
も
ら
う
事
が
う
れ
し
く
て
あ
り
が

た
い
…
。
た
だ
有
難
い
と
思
う
事
は
あ
っ

て
も
そ
れ
が
う
れ
し
く
て
気
持
ち
い
い
と

感
じ
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
も
の
よ
」

と
。
特
別
な
こ
と
を
や
って
い
る
の
で
は
な

い
。
私
達
は
あ
た
り
ま
え
の
事
を
あ
た
り

入
居
者
や
職
員
の
方
々
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
日
常
生
活
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
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喜怒努愛楽

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
梶
ヶ
谷
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
…

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
梶
ヶ
谷

入
居
者
　
三
浦 

み
ど
り（
79
歳
）

兄
弟
姉
妹
の
な
い
私
は
、
両
親
を
な
く

し
て
か
ら
は
、
家
族
が
い
な
く
な
り
ま
し

た
。年

令
も
七
十
才
を
越
え
る
と
、
そ
ろ

そ
ろ
行
く
末
の
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
、
そ
ん
な
矢
先
に
こ
の
ホ
ー

ム
の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
に
見
た
ど

の
ホ
ー
ム
よ
り
も
私
の
希
望
に
合
っ
て
い

る
と
思
い
、
選
び
ま
し
た
。
入
居
し
て
み

て
、
私
の
希
望
は
殆
ん
ど
総
て
叶
え
ら
れ

ま
し
た
。

先
ず
職
員
の
方
達
は
皆
様
大
変
明
か

る
く
御
親
切
で
す
。
お
食
事
も
美
味
し

く
、
し
か
も
時
間
も
き
ま
っ
て
い
る
の
で

健
康
的
で
す
。

私
は
ピ
ア
ノ
を
奏
く
こ
と
と
教
え
る
こ

と
が
専
門
で
す
。
音
の
す
る
ピ
ア
ノ
を
周

囲
に
気
兼
ね
な
く
奏
く
た
め
に〝
ア
ビ
テ
ッ

ク
ス
〟と
い
う
音
の
洩
れ
な
い
装
置
を
施
し

た
部
屋
を
一つ
造
り
、い
つ
で
も
安
心
し
て

音
楽
を
練
習
し
、
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
、
毎
日
近
く
を
歩

く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

介
護
の
中
か
ら
得
る
も
の

ラ
イ
フ
＆
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
港
北

職
員
　
難
波 

祐
見
子

「
友
達
に
な
っ
て
く
れ
る
？
」介
護
の
合

間
に
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
、「
よ
ろ
こ
ん

で
！
」と
答
え
る
と「
あ
ぁ
ー
よ
か
っ
た
！
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
た
Ａ
さ
ん
。

日
々
の
何
気
な
い
生
活
の
中
に
も
、
こ
ん

な
う
れ
し
い
会
話
が
あ
り
介
護
っ
て
い
い

な
ー
と
思
う
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

「
気
持
ち
い
い
ね
ー
…
こ
ん
な
風
に
介

護
し
て
も
ら
う
事
が
う
れ
し
く
て
あ
り
が

た
い
…
。
た
だ
有
難
い
と
思
う
事
は
あ
っ

て
も
そ
れ
が
う
れ
し
く
て
気
持
ち
い
い
と

感
じ
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
も
の
よ
」

と
。
特
別
な
こ
と
を
や
って
い
る
の
で
は
な

い
。
私
達
は
あ
た
り
ま
え
の
事
を
あ
た
り

ま
え
に
や
っ
て
い
る
だ
け
の
事
、
そ
れ
な
の

に
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
下
さ
る
ご
入
居
者

の
方
々
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
嬉
し
い
事

で
す
。
ご
入
居
者
の
方
々
に
勇
気
づ
け
ら

れ
た
り
励
ま
さ
れ
た
り
…
。
日
々
の
介
護

の
中
に
こ
ん
な
幸
せ
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
入
居
者
た
ち

ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒

入
居
者
　
寺
崎 

ま
つ（
83
歳
）

「
こ
こ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」食
後
の
ひ

と
と
き
、
仲
間
達
の
口
々
か
ら
幾
度
と
な

く
出
た
言
葉
で
す
。
こ
こ
は
温
泉
町
の
小

高
い
丘
に
建
つ
四
階
建
て
の
施
設
で
、
居

室
か
ら
の
眺
め
は
正
に
絶
景
の
パ
ノ
ラ

マ
、
敷
地
は
広
大
で
四
季
折
々
の
庭
は
散

歩
道
に
も
適
し
、
又
お
風
呂
は
勿
論
温

泉
で
す
。
私
は
十
年
前
に
脳
卒
中
で
半

身
不
随
と
な
っ
た
夫
と
共
に
入
居
し
ま
し

た
。
八
年
後
に
夫
は
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
が
そ
の
間
、
芋
煮
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、

風
船
バ
レ
ー
等
々
数
多
い
催
し
に
は
全
部

参
加
さ
せ
て
く
れ
た
事
へ
の
驚
き
と
、
ど

ん
な
大
変
な
介
護
を
も
効
率
的
に
、
し
か

も
温
か
い
手
で
の
対
応
振
り
は
見
事
な
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
野
外
レ
ク（
ミ
ニ
バ
ス

旅
行
）に
も
夫
は
参
加
し
体
が
不
自
由
で
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も
昼
食
時
に
好
き
な
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
時

の
満
足
し
た
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

職
員
さ
ん
達
の
変
わ
ら
ぬ
誠
心
誠
意
な

姿
勢
に
い
つ
も
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

め
お
と
人
生
、

　
　

思
い
出
は
宝

浜
松
ゆ
う
ゆ
う
の
里

入
居
者
　
橋
本 

は
つ
み（
86
歳
）

主
人
が
亡
く
な
り
一
人
と
な
り
、
さ
み

し
さ
と
老
後
の
不
安
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
に

入
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
入
っ
た
ば
か
り

は
珍
ら
し
さ
と
安
心
感
で
落
ち
着
き
ま
し

た
が
、
時
が
経
つ
と
い
ろ
い
ろ
な
事
が
わ

か
る
様
に
な
り
、
さ
み
し
さ
と
孤
独
を
感

じ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
他
県
の

人
ば
か
り
で
自
分
の
過
去
を
話
し
合
え
る

人
が
居
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
自
分
の

過
去
の
楽
し
か
っ
た
事
等
記
憶
が
薄
れ
な

い
う
ち
に
と
自
分
史
を
作
ろ
う
と
思
い
、

や
っ
と
出
来
上
が
って
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

今
は
里
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
の

中
で
気
の
向
い
た
も
の
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
近
く

に
は
病
院
も
た
く
さ
ん
あ
り
老
後
の
心
配

は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
毎
日
の
健

康
だ
け
に
は
気
を
つ
け
て
楽
し
く
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

孤
独
に
も
長
寿
と
決
め
て
里
に
生
き

　

ま
だ
枯
れ
や
ら
ぬ
命
華
や
ぐ

あ
や
か
り
た
い
な

こ
の
元
気
な
小
母
様
方
に

大
阪
ゆ
う
ゆ
う
の
里

入
居
者
　
中
曽
根 
弘（
74
歳
）

新
年
、
入
居
者
の
ご
婦
人
に
声
を
か

け
た
。「
Ｕ
さ
ん
今
年
、
歳
女
だ
そ
う
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」す
る
と
傍
ら

に
い
た
Ｔ
さ
ん「
私
も
そ
う
よ
、
で
も
私

の
方
が
三
か
月
若
い
の
よ
」す
る
と
Ｕ
さ

ん
も
負
け
じ
と「
私
の
方
が
三
か
月
も
お

姉
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
」と
。

弟
夫
婦
が
小
学
校
の
教
師
だ
っ
た
の
で

新
入
生
当
時
の
、
早
、
遅
生
ま
れ
で
の
児

童
の
体
力
は
違
い
が
大
き
く
可
哀
相
だ
と

は
聞
い
て
い
た
。
だ
が
こ
の
方
々
、
九
六

の
歳
女
、
三
か
月
位
は
針
の
先
程
の
差
も

な
い
、
そ
れ
が
三
か
月
若
い
、
目
上
な
の

だ
か
ら
敬
い
な
さ
い
と
と
れ
る
会
話
、
私

は
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
前
に
こ
こ
で

紹
介
し
た「
ち
ぎ
り
絵
」名
人
Ｏ
さ
ん
も

同
年
と
か
。
皆
さ
ん
、
脳
の
回
転
も
よ

く
、
人
柄
も
穏
や
か
、
仲
も
良
い
か
ら
聞

い
て
い
て
と
て
も
愉
快
だ
。
杖
、
手
押
車

の
世
話
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
私
は
、
あ

の
元
気
に
は
程
遠
く
、
手
押
車
に
も
た
れ

ボ
ロ
ボ
ロ
、
せ
め
て「
喜
寿
」く
ら
い
は
迎

え
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
に
。

桜
を
観
な
が
ら

�

喫
茶
タ
イ
ム

大
阪
ゆ
う
ゆ
う
の
里

入
居
者
　
高
峰 

靖
子（
88
歳
）

「
テ
ラ
ス
の
桜
の
下
で
花
見
を
し
な
が

ら
、
喫
茶
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
」

そ
ん
な
案
内
が
あ
っ
た
。「
桜
餅
」と
桜
茶

を
セ
ッ
ト
に
し
て
生
活
サ
ー
ビ
ス
課
の
職

員
が
テ
ラ
ス
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
。
幸
い

花
曇
り
の
午
後
は
汗
ば
む
ほ
ど
の
暖
か
さ

で
、
明
る
い
戸
外
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
、
桜
尽
く
し
の
お
茶
と
和
菓
子
を
頂
き

な
が
ら
話
が
は
ず
ん
だ
。
桜
は
満
開
で
花

び
ら
が
時
々
ひ
ら
ひ
ら
と
散
っ
て
来
る
。

関
西
風
の
桜
餅
は
道
明
寺
粉
の
皮
で
餡

を
包
ん
だ
お
餅
で
、
桜
の
葉
の
塩
漬
け
で

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
桜
餅
は
季
節
の
和
菓

子
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
り
立
ち

や
食
べ
方
な
ど
に
日
本
の
文
化
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
桜
の
季
節
に
な
る
と
食
べ
た

く
な
る
の
が
桜
餅
。
春
を
感
じ
さ
せ
る
風

流
な
和
菓
子
で
す
。
ご
馳
走
様
で
し
た
。

楽
し
み
な
お
茶
会

あ
す
み
が
丘
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

入
居
者
　
松
本 

喜
美
子（
83
歳
）

「
お
点
前
頂
戴
い
た
し
ま
す
」。
徴
か
に

あ
り
が
と
う
の
言
葉
に

日
々
感
謝

聖
蹟
プ
ラ
イ
ム
コ
ー
ト
東
大
宮

職
員
　
持
谷 

奈
津
子（
46
歳
）

ご
入
居
者
へ
の
食
事
提
供
を
外
部
業

者
委
託
か
ら
自
営
に
切
り
替
え
、
試
行

錯
誤
の
4
年
間
が
経
ち
ま
し
た
。

1
0
0
名
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
入
居
者

お
一
人
お
一
人
の
好
み
や
、
ご
飯
や
パ
ン

の
分
量
、
お
飲
み
物
な
ど
の
嗜
好
を
把
握

し
、
極
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け

て
お
食
事
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

週
に
一
度
の「
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
」（
夕

食
時
）で
は
、
ご
入
居
者
か
ら
頂
く
リ
ク

エ
ス
ト
を
参
考
に
、
季
節
の
素
材
を
盛
り

込
み
、い
つ
も
よ
り
少
し
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
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喜怒努愛楽

香
の
薫
る
茶
室
に
は
咲
き
初
め
た
雪
柳
と

薮
椿
が
活
け
ら
れ
、「
淡
如
水
」の
お
軸
と

三
月
ら
し
く
貝
合
わ
せ
の
香
合
、
今
日
は

月
に
一
度
の
お
茶
会
で
す
。
入
居
者
仲
間

の
む
つ
子
さ
ん
の
御
長
女
と
そ
の
お
仲
間

が
御
亭
主
で
毎
回
美
し
い
和
服
姿
で
私

達
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま
す
。
膝
の
痛

み
で
座
れ
な
い
人
は
椅
子
で
失
礼
し
て
雅

び
な
お
点
前
を
拝
見
し
、
季
節
感
溢
れ

る
お
菓
子
と
爽
や
か
な
薄
茶
を
味
わ
い
優

雅
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

殆
ど
の
入
居
者
は
何
処
か
身
体
に
不

調
を
抱
え
日
頃
は
不
自
由
、
不
如
意
な

事
の
多
い
毎
日
で
す
が
こ
の
お
茶
会
で
過

ご
す
時
間
は
そ
れ
ら
を
忘
れ
無
心
に
な
っ

て
自
分
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
ひ
と
と
き

に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
え
て
下
さ
って
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
！

苑
の
櫻
・
暮
ら
し
こ
な
し

深
川
立
川
病
院
付
属
　
扇
苑
南
砂

職
員
　
対
馬 

ゆ
り
子（
58
歳
）

当
苑
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
一
本
の
櫻
が

あ
り
ま
す
。
苑
の
ス
タ
ッ
フ
は
出
勤
の
際

に
、
ご
入
居
者
様
は
お
声
を
掛
け
て
一
階

に
来
ら
れ
る
度
に
、
ご
家
族
様
は
面
会
の

度
に
櫻
の
蕾
を
ご
覧
に
な
り
、
開
花
を
今

か
今
か
と
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
つ
い

先
日
、
春
を
通
り
越
し
た
初
夏
の
よ
う

な
陽
気
を
受
け
て
一
気
に
満
開
に
な
り
、

ご
入
居
者
の
方
々
に
花
見
野
点
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
宅
の
生
活

か
ら
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
暮
ら
し
へ
と

替
ら
れ
た
皆
様
で
す
が
、
お
洋
服
の
着
こ

な
し
と
同
様
に
、
暮
ら
し
こ
な
し
と
で
も

い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
に
苑
の
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

櫻
の
木
の
下
で
皆
様
の
満
面
の
笑
み
を
拝

見
し
、
介
護
職
と
し
て
の
喜
び
を
実
感
し

た
一
週
間
で
あ
り
、
今
後
の
長
い
人
生
の

暮
ら
し
こ
な
し
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
春
と
な

り
ま
し
た
。
裏
庭
に
は
、
ツ
ツ
ジ
の
蕾
が

ス
タ
ン
バ
イ
し
て
お
り
、
次
回
は
ツ
ツ
ジ

観
賞
を
楽
し
み
ま
す
。

あ
り
が
と
う
の
言
葉
に

日
々
感
謝

聖
蹟
プ
ラ
イ
ム
コ
ー
ト
東
大
宮

職
員
　
持
谷 

奈
津
子（
46
歳
）

ご
入
居
者
へ
の
食
事
提
供
を
外
部
業

者
委
託
か
ら
自
営
に
切
り
替
え
、
試
行

錯
誤
の
4
年
間
が
経
ち
ま
し
た
。

1
0
0
名
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
入
居
者

お
一
人
お
一
人
の
好
み
や
、
ご
飯
や
パ
ン

の
分
量
、
お
飲
み
物
な
ど
の
嗜
好
を
把
握

し
、
極
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け

て
お
食
事
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

週
に
一
度
の「
お
楽
し
み
メ
ニ
ュ
ー
」（
夕

食
時
）で
は
、
ご
入
居
者
か
ら
頂
く
リ
ク

エ
ス
ト
を
参
考
に
、
季
節
の
素
材
を
盛
り

込
み
、い
つ
も
よ
り
少
し
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー

を
お
出
し
し
て
い
ま
す
。「
美
味
し
か
っ

た
よ
」、「
ご
馳
走
様
、
あ
り
が
と
う
」の

あ
た
た
か
い
お
言
葉
に
日
々
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

齢
を
重
ね
ご
入
居
者
の
体
調
が
日
々

変
化
し
て
い
く
中
、
課
題
が
尽
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
の
楽
し
み
で
あ

る
食
事
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

心
温
ま
る
ケ
ア

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ィ
ラ

入
居
者
　
千
田 

秀
夫（
92
歳
）

こ
こ
は
緑
が
豊
か
で
一
寸
し
た
林
の
中

の
様
で
す
。
中
庭
の
池
に
は
毎
年
野
生
の

軽
鴨
が
飛
ん
で
き
ま
す
。
産
ま
れ
た
鴨
の

雛
は
か
わ
い
い
で
す
よ
。

先
ず
食
事
で
す
が
、
正
に
至
れ
り
尽

く
せ
り
で
病
状
に
あ
わ
せ
て
考
え
て
頂
け

る
の
で
皆
笑
顔
で
す
。

次
に
運
動
で
す
が
、
私
は
眼
が
悪
い
の

で
専
ら
屋
内
で
す
。
週
四
回
の
体
操
と

廊
下
を
山
手
線
の
様
に
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
散

歩
で
す
。

皆
と
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
や
り
、
ピ
ア

ノ
も
教
え
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
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私
の
妻
は
三
年
前
に
介
護
室
で
亡
く

な
り
ま
し
た
が
心
温
か
な
ケ
ア
に
は
感
動

致
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
経
験
豊
か
な
シ

ス
タ
ー
の
方
々
が
中
心
に
な
り
病
気
の
回

復
に
或
い
は
安
ら
か
な
最
期
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
様
に
心
身
の
ケ
ア
に
尽
く
し

て
下
さ
い
ま
す
。
愛
と
奉
仕
の
精
神
は

ヴ
ィ
ラ
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

ご
入
居
者
の
笑
顔
を

見
る
喜
び

オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
湘
南

職
員
　
三
田 

亜
貴
子（
32
歳
）

先
日
、
毎
年
恒
例
の
ひ
な
祭
り
夕
食

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
好
評
だ
っ
た
お
食
事
の
お
も
て
な

し
の
後
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
テ
ノ
ー
ル
、

ソ
プ
ラ
ノ
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
方
に
出
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に

「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」の
歌
と
演
奏
に
合

わ
せ
て
、
私
も
含
む
職
員
3
人
で
三
人

官
女
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
の
為
に
、
歌
詞
の
内
容
に
合
わ
せ

て
振
付
を
し
、
練
習
し
ま
し
た
。

3
番
の「
す
こ
し
白
酒
め
さ
れ
た
か　

赤
い
お
顔
の
右
大
臣
」と
い
う
歌
詞
で
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
顔
は
真
っ
赤
、
頭
に
は
ネ

ク
タ
イ
、
お
土
産
を
ぶ
ら
下
げ
て
よ
ろ
よ

ろ
歩
く
酔
っ
払
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
登
場

し
、会
場
が
か
な
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
職
員
の
発
表
は
年
に
１
回

は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
様
々
な

発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
次
回

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
言
わ
れ
る
事

が
多
く
、
ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
っ
て
き
て
い

る
気
が
し
ま
す
…
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
め

げ
ず
に
皆
様
の
笑
顔
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

な
が
ら
今
後
も
楽
し
い
企
画
を
考
え
て
い

き
た
い
で
す
。

最寄りのJR南武線「津田山」駅で、隣駅の「溝
の口」から東急田園都市線に乗り換えれば、
渋谷まで僅か 16 分。ご自身が外出しやすい
だけでなく、ご家族やご友人も気軽に立ち寄
れる場所です。　

【川崎市有料老人ホーム設置運営指導指針による表示事項】●類型 / 介護付
有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）●居住の権利形態 / 利
用権方式●利用料の支払い方式/一時金方式●入居時の要件/（60歳以上）
入居時自立・要支援・要介護●介護保険：川崎市指定介護保険特定施設（一
般型特定施設）（1475304177）・川崎市指定介護予防特定施設
（1475301477）●居宅区分 / 全室個室●介護に関わる職員体制：2.5：
1以上●所在地/神奈川県川崎市高津区下作延5丁目29番1号
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新
規
加
入
及
び
開
設
ホ
ー
ム
を 

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

以
下
の
ホ
ー
ム
が
新
た
に
加
入
及
び

開
設
い
た
し
ま
し
た
。

一  

住
所

二 

問
合
せ
電
話
番
号

三 

類
型
及
び
表
示
事
項

　

 

①
類
型

　

 

②
居
住
の
権
利
形
態

　

 

③
利
用
料
の
支
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
要
件　

　

 

⑤
介
護
保
険

　

 

⑥
専
用
居
室
区
分

　

 

⑦
介
護
に
か
か
わ
る
職
員
体
制

※
介
護
付
の
み

※
表
示
方
法
は
各
都
道
府
県
で
異
な
る

※�「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」�

は
原
則
②
、
④
の
み
表
記

四 

交
通

五 

開
設
日

六 

ホ
ー
ム
か
ら
の
コ
メ
ン
ト（
任
意
）

新
規
加
入
ホ
ー
ム

【
有
料
老
人
ホ
ー
ム
】

株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｓ

「
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
花
み
ず
き
」

一 
北
海
道
苫
小
牧
市
し
ら
か
ば
町
３

－

12

－

10

二 

0
1
4
4

－
７
７

－

9
3
1
6

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④�

入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

1
～
3

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線「
糸
井
」駅
よ
り
約

1
㎞

五 

平
成
26
年
12
月
21
日

株
式
会
社
航
和

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

�

中
央
通
な
な
か
ま
ど
」

一 

盛
岡
市
中
央
通
２

－

５

－

５

二 

0
1
9

－

6
2
4

－
0
1
6
5

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線「
盛
岡
」駅
よ
り
約

1.3
㎞

五 

平
成
27
年
3
月
1
日

有
限
会
社
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い

「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」

一 

福
島
県
福
島
市
清
明
町
1

－

10

二 

0
2
4

－

5
2
1

－

9
2
2
5

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線「
福
島
」駅
よ
り
約

6
4
0
ｍ

五 
平
成
18
年
4
月
1
日

六 
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
施
設
の
必
要

性
を
強
く
感
じ「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
利
用
者
様
と

フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
、「
世

界
で
一
番
、
安
楽
に
過
ご
せ
る
処
」

「
心
の
癒
せ
る
処
」を
目
指
し
、
ご
入

居
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

医
療
法
人
維
誠
会

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

と
う
は
ら
」

一 

茨
城
県
水
戸
市
酒
門
町
2
9
5
0

－

５
二 

0
2
9

－

3
0
3

－

5
8
0
5

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
水
郡
線
・
水
戸
線

「
水
戸
」駅
よ
り
約
５
㎞

五 

平
成
27
年
3
月
12
日 

株
式
会
社
中
央
医
療
研
究
所

「
エ
ル
ダ
ー
ホ
ー
ム
馬
橋
」

一 

千
葉
県
松
戸
市
馬
橋
3
2
5
1

二 

0
4
7

－

3
0
9

－

3
9
0
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
建
物
賃
貸
借
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線「
馬
橋
」駅
よ
り
約

7
0
0
ｍ

五 

平
成
16
年
11
月
1
日

協
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

協
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

協会インフォメーション
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六 

介
護
ベッ
ド
備
え
付
け
。
全
室
ト
イ

レ
・
洗
面
台
付
き
個
室
を
ご
用
意
。

誰
に
も
気
兼
ね
な
く
お
過
ご
し
頂
く

一
方
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

私
共
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
の
で
、「
一

人
じ
ゃ
な
い
」の
安
心
も
得
て
頂
け
ま

す
。

エルダーホーム馬橋　外観

特
定
非
営
利
活
動
法
人
市
原
シ
ル
バ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
か
よ
し
ホ
ー
ム
五
所
」

一 

千
葉
県
市
原
市
五
所
1
6
6
6

二 

0
4
3
6

－

３
７

－

3
2
1
8

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
一
時
金
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
内
房
線「
八
幡
宿
」駅
よ
り
約

1
㎞

五 

平
成
27
年
6
月
1
日
予
定

六 

私
達
な
か
よ
し
ホ
ー
ム
は
千
葉
県
市

原
市
を
中
心
に
高
齢
者
向
け
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
と
の
細
や
か
な
連
携
と
訪
問
介
護
に

よ
る
繊
細
な
サ
ー
ビ
ス
が
特
徴
で
す
。

日
々
幸
せ
と
喜
び
を
共
に
歩
む
家
族

的
な
ホ
ー
ム
と
し
て
今
後
も
あ
り
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

なかよしホーム五所　外観

株
式
会
社
未
来
設
計

「
未
来
倶
楽
部　

東
糀
谷
」

一 

東
京
都
大
田
区
東
糀
谷
5

－

13

－

24（
地
番
）

二 

０
３

－

5
7
3
3

－

0
3
0
1
（
本

社
）

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

ドーミー城北公園　外観 ※土地・建物の権利形態：賃借

ミ
モ
ザ
株
式
会
社

「
ミ
モ
ザ
横
濱
紅
葉
苑
」

一 

横
浜
市
戸
塚
区
原
宿
2

－

1

－

13

二 

0
1
2
0

－

0
8
1

－

3
0
3

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤�

横
浜
市
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
申
請
予
定

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
２
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
横
須
賀
線
・
横

浜
市
交
通
局
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン「
戸

塚
」駅
よ
り
約
4
㎞
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②
利
用
権
方
式

　
 

③
選
択
方
式

　

 
④
専
用
型（
要
介
護
の
み
）

　

 

⑤�
東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）申
請

予
定

　

 

⑥
定
員
１
人

　

 

⑦
2.5
：
１
以
上

四 

京
浜
急
行
空
港
線「
大
鳥
居
」駅
よ

り
約
8
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
11
月
1
日
予
定

ト
リ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
株
式
会
社

「
B
r
a
n
d 

N
e
w 

杉
並
高
井
戸
」

一 

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
2

－

11

－

45
二 

未
定

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
専
用
型（
要
介
護
の
み
）

　

 

⑤�

東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）申
請

予
定

　

 

⑥
定
員
１
人

　

 

⑦
２
：
1
以
上

四 

京
王
電
鉄
京
王
線「
芦
花
公
園
」駅

よ
り
約
9
3
0
ｍ
、
京
王
電
鉄
井
の

頭
線「
富
士
見
ヶ
丘
」駅
よ
り
約

9
5
0
ｍ

五 

平
成
28
年
5
月
1
日
予
定

六 

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム（
株
）と
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
ー
ス（
株
）共
同
出
資
の
ト
リ
ニ

テ
ィ
・
ケ
ア（
株
）が
、
杉
並
区
上
高

井
戸
に
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
医
療
・
福
祉
機

関
等
と
連
携
を
図
り
、
ご
利
用
者
様

が
地
域
社
会
の
中
で
共
生
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
翠
会

「
シ
ェ
モ
ア
西
台
」

一 
東
京
都
板
橋
区
蓮
根
3

－

23

－

10

二 

０
３

－
5
9
1
4

－

1
4
0
0

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
除
く
）

　

 

⑤�

東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）

　

 

⑥
定
員
１
人

　

 

⑦
２
：
１
以
上

四 �

都
営
三
田
線「
西
台
」駅
よ
り
約

5
5
0
ｍ

五 

平
成
27
年
4
月
1
日

六 

翠
会
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
尊

厳
・
安
心
・
信
頼
を
基
本
理
念
に
、

各
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
と
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
ケ
ア
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

「
ド
ー
ミ
ー
城
北
公
園
」

一 

東
京
都
板
橋
区
桜
川
2

－

2

－

7

二 

０
３

－

5
3
9
9

－

5
3
7
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）	

　

 

⑤
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
定
員
１
～
２
人（
親
族
を
対
象
）

提
携
ホ
ー
ム
利
用
可（
ド
ー
ミ
ー
中

野
江
古
田
、
ド
ー
ミ
ー
北
綾
瀬
、

ド
ー
ミ
ー
戸
田
公
園
Ｌ
ｅ
ｖ
ｉ
）

四 

東
武
東
上
線「
上
板
橋
」駅
よ
り
約

7
2
0
ｍ

五 

平
成
15
年
2
月
20
日

六 

都
立
城
北
中
央
公
園
の
緑
が
広
が

る
、
閑
静
な
住
宅
街
。
全
室
キ
ッ
チ

ン
・
浴
室
付
き
の
お
部
屋
。
ご
夫
婦

で
ご
入
居
い
た
だ
け
る
お
部
屋（
38
室

中
16
室
）も
あ
り
ま
す
。
お
客
様
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
自
由

な
暮
ら
し
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま

す
。

ドーミー城北公園　外観 ※土地・建物の権利形態：賃借

ミ
モ
ザ
株
式
会
社

「
ミ
モ
ザ
横
濱
紅
葉
苑
」

一 

横
浜
市
戸
塚
区
原
宿
2

－

1

－

13

二 

0
1
2
0

－

0
8
1

－

3
0
3

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤�

横
浜
市
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
申
請
予
定

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
２
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
横
須
賀
線
・
横

浜
市
交
通
局
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン「
戸

塚
」駅
よ
り
約
4
㎞

協会インフォメーション

17 Kagayaki News



五 

平
成
27
年
5
月
1
日

六 
ミ
モ
ザ
横
濱
紅
葉
苑
は
戸
塚
原
宿

交
差
点
目
の
前
！　

介※
１

護
職
・
看
護

職
共
に　
時
間
常
駐
で
医
療
的
対
応

が
充
実
。
温
か
い
家
庭
的
な
我
が
家

と
し
て
安
心
し
て
お
暮
ら
し
い
た
だ

け
ま
す
。
家※

２

具
調
度
品
が
備
え
付

け
、
入
居
一
時
金
0
円
コ
ー
ス
も
ご

用
意
し
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
1　

�

週
40
時
間
換
算
で
介
護
職
員
34
・
９

名
、
看
護
職
員
５
・
３
名
、
夜
間（
17

時
～
翌
9
時
）最
少
時
の
介
護
職
員

3
名
、看
護
職
員
1
名（
満
床
時
予
定
）

※
２　

�

備
付
家
具
：
介
護
ベ
ッ
ド
、
カ
ー
テ

ン
、
エ
ア
コ
ン
、
チ
ェ
ス
ト
、
照
明

ミモザ横濱紅葉苑　外観 ※建物の権利形態：賃借

ミ
モ
ザ
株
式
会
社

「
ミ
モ
ザ
横
濱
紫
陽
花
苑
」

一 

横
浜
市
瀬
谷
区
阿
久
和
西
１

－

7

－

2

二 

0
1
2
0

－

0
8
1

－

3
0
3

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤�

横
浜
市
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
申
請
予
定

　

 

⑥
全
室
個
室

　
 

⑦
２
：
1
以
上

四 

相
模
鉄
道
本
線「
三
ツ
境
」駅
よ
り

約
1
・
25
㎞

五 
平
成
27
年
5
月
1
日

六 

介※
１

護
職
・
看
護
職
共
に　
時
間
常
駐

し
て
い
る
た
め
医
療
的
対
応
が
充

実
。
温
か
い
家
庭
的
な
我
が
家
と
し

て
安
心
し
て
お
暮
ら
し
い
た
だ
け
ま

す
。
全
居
室
ベッ
ド
、
家※

２

具
調
度
品

が
備
え
付
け
、
入
居
一
時
金
0
円

コ
ー
ス
も
ご
用
意
し
、
す
ぐ
に
で
も

ご
入
居
可
能
で
す
。

※
1　

�

週
40
時
間
換
算
で
介
護
職
員
23
名
、

看
護
職
員
5
名
、
夜
間（
17
時
～
翌

9
時
）最
少
時
の
介
護
職
員
3
名
、

看
護
職
員
1
名（
満
床
時
予
定
）

※
2　

�

備
付
家
具
：
介
護
ベ
ッ
ド
、
カ
ー
テ

ン
、
エ
ア
コ
ン
、
チ
ェ
ス
ト
、
照
明

ミモザ横濱紫陽花苑　外観 ※建物の権利形態：賃借

特
定
非
営
利
活
動
法
人
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

ワ
ル
ツ
」

一 

相
模
原
市
南
区
東
大
沼
3

－

30

－

12
二 

0
4
2

－

7
0
5

－

4
3
4
3

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　
 

⑥
全
室
個
室

四 

小
田
急
小
田
原
線
・
江
ノ
島
線「
相

模
大
野
」駅
よ
り
バ
ス「
大
沼
小
学
校

前
」下
車
約
1
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
4
月
1
日

六 

介
護
事
業
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
新
た
に
有
料
老
人

ホ
ー
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。
特

※

浴
・

リ
フ
ト
浴
を
備
え
、
身
体
状
況
に
合

24

24

【千葉県有料老人ホーム設置運営指導指針による表示事項】　●施設類型：介護付有料老人ホーム（一般型特定施設入居者生活介護）　●居住の権利形
態：利用権方式　●利用料の支払い方式：一時金方式　●入居時の要件：入居時自立・要支援・要介護　●介護保険：千葉県指定介護保険特定施設（一般
型特定施設）・介護予防特定施設　●介護居室区分：全室個室　●一般型特定施設である有料老人ホームの介護にかかわる職員体制：2：1以上

http://www.yuyunosato.or.jp/place/sakura/
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わ
せ
て
ご
入
浴
い
た
だ
け
ま
す
。
小

規
模
運
営
の
た
め
、
個
別
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

入
浴
介
助
に
つ
い
て
は
、
同
法
人
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス（
別
途
契
約
が
必
要
）か
外
部
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
は
選
択
に
際
し
て
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

住宅型有料老人ホーム　ワルツ　外観 ※土地・建物の権利形態：賃借

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

「
ド
ー
ミ
ー
相
模
原
」

一 

相
模
原
市
中
央
区
相
模
原
４

－

7

－

10　
エ
ス
・
プ
ラ
ザ
ビ
ル

二 

0
4
2

－
7
5
0

－

9
3
0
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 　

�

提
携
ホ
ー
ム
利
用
可（
ド
ー
ミ
ー
中

野
江
古
田
、
ド
ー
ミ
ー
北
綾
瀬
、

ド
ー
ミ
ー
戸
田
公
園
Ｌ
ｅ
ｖ
ｉ
）

四 

Ｊ
Ｒ
横
浜
線「
相
模
原
」駅
よ
り
約

5
6
0
ｍ

五 

平
成
16
年
4
月
1
日

六 

全
室
キ
ッ
チ
ン
・
浴
室
付
き
の
お
部

屋
。
ご
夫
婦
で
ご
入
居
い
た
だ
け
る

お
部
屋（
58
室
中
19
室
）も
あ
り
ま

す
。
外
出
、
趣
味
を
楽
し
む
な
ど
、

お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
自
由
な
暮
ら
し
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
。

大浴場（男性用）

西
山
工
業
株
式
会
社

「
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
元
気　

小
八
幡
」

一 

神
奈
川
県
小
田
原
市
小
八
幡
４

－

5

－

5

二 

0
4
6
5

－

４
５

－

3
0
0
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線「
国
府
津
」駅
よ

り
約
1.6
㎞

五 

平
成
27
年
3
月
1
日

株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
・ジ
ャ
パ
ン

「
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
秦
野
」

一 

神
奈
川
県
秦
野
市
今
泉
6
0
7

－

4
二 

0
4
6
3

－

８
５

－

5
5
7
2

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　
 

②
利
用
権
方
式

　
 

③
選
択
方
式

　

 
④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤�
神
奈
川
県
指
定
介
護
保
険
特
定

施
設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
３
：
１
以
上

四 

小
田
急
小
田
原
線「
秦
野
」駅
よ
り

約
1.2
㎞

五 

平
成
20
年
2
月
1
日

六 

入
居
者
一
人
一
人
に
あ
っ
た
個
別
ケ

ア
を
心
が
け
て
い
る
看※

１

護
師　

時
間

体
制
、
機※

２

能
訓
練
士
常
駐
、
介※

３

護
福

祉
士
7
割
以
上
、
看※

４

取
り
介
護
実
施

の
ホ
ー
ム
で
す
。
日
々
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
毎
月
の
外
出
行
事
も
入
居

者
か
ら
と
て
も
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま

す
。

※
1　

�

看
護
師　

常
勤
4
名
、
非
常
勤
6
名�

週
40
時
間
換
算
で
2
名
、
夜
間（
17

時
～
翌
9
時
30
分
）最
少
時
の
看
護

職
員
1
名

※
2　

�

機
能
訓
練
士　

常
勤
1
名
、
非
常
勤

0
名

※
3　

�

介
護
福
祉
士　

常
勤
9
名
、
非
常
勤

11
名

※
4　

�

他
の
入
居
者
に
危
害
を
加
え
る
場
合

等
は
事
業
者
か
ら
契
約
を
解
除
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ミ
モ
ザ
株
式
会
社

「
ミ
モ
ザ
厚
木
藤
苑
」

一 

神
奈
川
県
厚
木
市
愛
甲
東
１

－

1
4
8
1
、
1
4
8
4

－

1

二 

0
1
2
0

－

0
8
1

－

3
0
3

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

24
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④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　
 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 
⑥
全
室
個
室

四 

小
田
急
小
田
原
線「
愛
甲
石
田
」駅

よ
り 
約
6
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
11
月
1
日
予
定

六 

ご
入
居
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ

た
介※

１

護
サ
ー
ビ
ス
や
日
々
の
楽
し
み

が
見
つ
か
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
ご
提
供

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
う
ち

か
ら
看※

２

取
り
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

で
も
入
居
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
の
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
お
暮
ら

し
い
た
だ
け
ま
す
。

※
1　

�

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
外

部
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
は
選
択
に
際
し
て
、

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
2　

�

他
の
入
居
者
に
危
害
を
加
え
る
場
合

等
は
事
業
者
か
ら
契
約
を
解
除
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
富
士
白
苑

「
富
士
白
苑
大
磯
コ
ー
ポ
」

一 

神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
町
３

－

17

－

7

二 

0
4
6
3

－

６
１

－

1
8
4
3

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤�

神
奈
川
県
指
定
介
護
保
険
特
定

施
設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
2.5
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線「
大
磯
」駅
よ
り

約
1.9
㎞

五 

平
成
27
年
5
月
1
日

六 

富
士
白
苑
大
磯
コ
ー
ポ
は
湘
南
に
位

置
し
、
自
然
に
囲
ま
れ
快
適
な
生
活

環
境
に
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
広
々
と
し
た
お
部
屋
に
ご
夫

婦
、
親
子
、
兄
弟
、
姉
妹
で
も
入
居

で
き
ま
す
。
入
居
者
様
へ
は
地
の
食

材
を
使
用
し
た
お
料
理
、
そ
し
て

様
々
な
イ

※
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
日
々
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
別
途
費
用
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

居室例 ※家具等は全て見本

株
式
会
社
喜
林

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
喜
林
高
山
」

一 

岐
阜
県
高
山
市
新
宮
町
7
9
4

二 

0
5
7
7

－
３
３

－

6
6
7
7

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
建
物
賃
貸
借
方
式

　

 

③
一
時
金
方
式

　

 

④
入
居
時
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ「
高
山
」駅
よ
り
高
山
市
福
祉
バ

ス「
新
宮
園
前
」下
車
約
6
0
0
ｍ

五 

平
成
20
年
12
月
22
日 

株
式
会
社
ア
マ
ノ

「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

�

ア
マ
ノ
・
サ
ン
ハ
ー
ト
」

一 

浜
松
市
北
区
根
洗
町
2
8
9

－

1

二 

0
5
3

－

4
3
6

－

9
7
7
0

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　
 

②
利
用
権
方
式

　
 

③
一
時
金
方
式

　
 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 
⑤�
静
岡
県
指
定
介
護
保
険
特
定
施

設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
３
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ「
浜
松
」駅
よ
り
遠
鉄
バ
ス「
根

洗
東
」下
車
約
1
0
0
ｍ

五 

平
成
17
年
7
月
1
日

ア
ー
バ
ン
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
株
式
会
社

「
ア
ー
バ
ン
ヴ
ィ
ラ
上
賀
茂
プ
レ
ミ
ア
ム
」

一 

京
都
市
北
区
上
賀
茂
西
河
原
町
12

二 

0
7
5

－

7
0
6

－

8
1
2
3

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤�

京
都
市
指
定
介
護
保
険
特
定
施

設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
２
：
1
以
上

四 

京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線「
北
大

路
」駅
よ
り
約
2.5
㎞

五 

平
成
27
年
3
月
31
日

医
療
法
人
み
ど
り
会

「
医
療
法
人
み
ど
り
会

�

有
料
老
人
ホ
ー
ム
み
ど
り
の
館
」

一 

枚
方
市
藤
阪
中
町
3

－

20

二 

0
1
2
0

－

0
3
3

－

3
7
7

三 

①
健
康
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立

　

 

⑤
健
康
型
は
表
示
無

　

 

⑥
全
室
個
室
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四 

Ｊ
Ｒ
片
町
線（
学
研
都
市
線
）「
長

尾
」駅
よ
り
約
8
0
0
ｍ

五 
平
成
27
年
5
月
１
日

六 

健
康
で
自
立
さ
れ
た
方
々
専
用
の

ホ
ー
ム
と
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

自
分
ら
し
い
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
安
心

し
て
、
楽
し
く
お
過
ご
し
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
同

※
一
法
人
の
中
村
病

院
と
併
設
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
充
実
し
た

医
療
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

※
医
療
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

医療法人みどり会　有料老人ホームみどりの館　�
外観イメージ図

株
式
会
社
リ
ブ
プ
ラ
ウ
ド

「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

�

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
姫
路
東
」

一 

姫
路
市
四
郷
町
見
野
8
1
3

－

1

二 

0
7
9

－

2
5
3

－

1
0
0
1

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤�

姫
路
市
指
定
介
護
保
険
特
定
施

設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
３
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
山
陽
線「
御
着
」駅
よ
り
約�

2.1
㎞
、
神
姫
バ
ス「
見
野
」下
車
約

1
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
4
月
13
日

六 

姫
路
市
東
部
の
古
墳
時
代
か
ら
の
歴

史
が
残
る
ま
ち〝
見
野
〟の
地
に
て
、
四

季
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
を
楽
し

み
、
信
頼
と
い
う
絆
の
も
と
で
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
介
護
施
設
の
理
想
郷

を
目
指
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。シャングリラ姫路東　外観イメージ図

医
療
法
人
良
成
会
エ
リ
シ
オ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
エ
リ
シ
オ
ン
奈
良
」

一 

奈
良
県
奈
良
市
石
木
町
7
9
8

二 

0
7
4
2

－
９
３

－

8
2
2
2

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

近
鉄
奈
良
線「
学
園
前
」駅
よ
り
約

4.2
㎞
、
近
鉄
橿
原
線「
西
ノ
京
」駅
よ

り
約
3.2
㎞
、
奈
良
交
通
バ
ス「
丸
山

橋
」下
車
約
1
0
0
ｍ

五 

平
成
26
年
7
月
1
日

社
会
福
祉
法
人
成
寿
会

「
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

�

高
屋
の
大
地　

成
寿
会
」

一 

広
島
県
東
広
島
市
高
屋
町
大
畠

1
4
5

－

1

二 

0
8
2

－

4
3
0

－

7
0
0
0

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 
②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤�

広
島
県
指
定
介
護
保
険
特
定
施

設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
３
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線「
西
高
屋
」駅
よ
り

約
1.2
㎞
、
芸
陽
バ
ス「
大
畠
」下
車
約

20
ｍ

五 

平
成
26
年
5
月
1
日

株
式
会
社
ホ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
よ
り
そ
い
」

一 

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野

田
3
8
5
1

－

11

二 

0
8
3
6

－

４
３

－

7
1
1
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
小
野
田
線「
雀
田
」駅
よ
り
約

4
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
2
月
1
日

六 

当
施
設
は
、
高
台
に
あ
る
静
か
な
住

宅
地
に
囲
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
食
事

は
、
施
設
内
の
厨
房
で
家
庭
的
な
料

理
と
お
や
つ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

田
舎
な
ら
で
は
の
温
か
い
雰
囲
気
を

大
切
に
し
、
職
員
共
々
、
ご
見
学
・

ご
入
居
者
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

協会インフォメーション
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住宅型有料老人ホームよりそい　外観 ※土地の権利形態：賃借

【
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
】

株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー

「
桜
美
苑
な
の
は
な
」

一 

青
森
県
弘
前
市
文
京
町
18

－

6

二 

0
1
7
2

－

３
３

－

6
4
8
9

三 

②
賃
貸
借
契
約

　

 

④
入
居
時
要
介
護

四 

弘
南
鉄
道
大
鰐
線「
弘
前
学
院
大

前
」駅
よ
り
約
4
0
0
ｍ

五 

平
成
24
年
9
月
21
日

株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ゆ
き

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
山
王
」

一 

東
京
都
大
田
区
山
王
１

－
1
8
3
4

－

1

二 

０
３

－

5
7
2
8

－

9
3
8
0

三 

②
利
用
権
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）

四 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線「
大
森
」駅
よ
り

約
9
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
3
月
1
日

医
療
法
人
社
団
は
な
ま
る
会

「
ひ
だ
ま
り
ガ
ー
デ
ン
南
町
田
」

一 

東
京
都
町
田
市
鶴
間
1
0
6
1

－

1
二 

0
4
2

－

7
9
9

－

5
8
7
0

三 

②
賃
貸
借
契
約

　
 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）

　

 
⑤�
東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）申
請

予
定

四 

東
急
電
鉄
田
園
都
市
線「
南
町
田
」

駅
よ
り
約
8
7
0
ｍ

五 

平
成
27
年
7
月
1
日
予
定

六 

10
年
の
在
宅
診
療
や
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
経
験
と
実
績
か
ら
得
ら

れ
る「
安
心
・
安
全
・
ま
ご
こ
ろ
」の

法
人
理
念
に
調
和
し
た
オ
ー
プ
ン
マ

イ
ン
ド
の
姿
勢
で
運
営
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ひだまりガーデン南町田　外観イメージ図

株
式
会
社
日
本
ケ
ア
リ
ン
ク

「
せ
ら
び
小
金
井
」

一 

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
３

－

37

－

6

二 

0
4
2

－

3
8
0

－

7
3
8
0

三 

②
賃
貸
借
契
約

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）	

　

 

⑤�

東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）

　

 

⑥
定
員
１
人

　

 

⑦
2.5
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
中
央
線「
武
蔵
小
金
井
」駅
北

口
よ
り
京
王
バ
ス「
本
町
2
経
由
・

中
大
循
環
」に
て「
北
町
交
番
」下
車

約
1
6
0
ｍ

五 

平
成
27
年
2
月
1
日
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ひだまりガーデン南町田　外観イメージ図

株
式
会
社
日
本
ケ
ア
リ
ン
ク

「
せ
ら
び
小
金
井
」

一 

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
３

－

37

－

6

二 

0
4
2

－

3
8
0

－

7
3
8
0

三 

②
賃
貸
借
契
約

　

 

③
月
払
い
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）	

　

 

⑤�

東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）

　

 

⑥
定
員
１
人

　

 

⑦
2.5
：
１
以
上

四 

Ｊ
Ｒ
中
央
線「
武
蔵
小
金
井
」駅
北

口
よ
り
京
王
バ
ス「
本
町
2
経
由
・

中
大
循
環
」に
て「
北
町
交
番
」下
車

約
1
6
0
ｍ

五 

平
成
27
年
2
月
1
日

六 

看

※

護
介
護
職
員　

：
１
の
体
制
を

確
保
し
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
介
護
保
険
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で

す
。
首
都
圏
で
23
施
設
を
展
開
し

培
っ
た
経
験
の
集
大
成
と
言
え
る「
せ

ら
び
」最
新
の
ホ
ー
ム
で
す
。

※�

4
月
23
日
現
在
、
週
40
時
間
換
算
で
介
護

職
員
12
・
８
名
、
看
護
職
員
2
名
、
夜
間

（
20
時
～
翌
7
時
30
分
）最
少
時
の
介
護
職

員
2
名
、
看
護
職
員
0
名
、
満
床
時
は
週
40

時
間
換
算
で
介
護
職
員
20
名
、
看
護
職
員

2
名
、
夜
間（
20
時
～
翌
7
時
半
）最
少
時
の

介
護
職
員
2
名
、
看
護
職
員
0
名
予
定

せらび小金井　外観 ※土地・建物の権利形態：賃借

新
規
開
設
ホ
ー
ム

【
有
料
老
人
ホ
ー
ム
】

株
式
会
社
フ
ジ
ケ
ア

「
ラ
ポ
ー
ル
ケ
ア
市
川
・
新
田
」

一 

千
葉
県
市
川
市
新
田
3

－

5

－

17

二 

0
4
7

－

3
7
0

－

0
1
1
1

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
一
時
金
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
総
武
線「
市
川
」駅
よ
り
約

1.1
㎞

五 

平
成
27
年
4
月
1
日

医
療
法
人
社
団
雄
昌
会

「
若
木
さ
く
ら
の
杜
」

一 

東
京
都
板
橋
区
若
木
2

－

7

－

10

二 

０
３

－

3
5
5
9

－

7
8
0
0

三 
①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
前
払
金
方
式

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）

　

 

⑤�

東
京
都
指
定
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
事
業
者（
一
般
型
）

2.5
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⑥
定
員
1
人

　
 

⑦
３
：
１
以
上

四 
東
武
東
上
線「
上
板
橋
」駅
よ
り
約

1
㎞

五 

平
成
27
年
5
月
1
日

六 

①
同
法
人
の
訪
問
診
療
に
よ
る
腰

痛
・
膝
痛
等
の
治
療
が
可
能
②
24
時

間
3
6
5
日
対
応
③
医
療
機
関
と

の
連
携
④
お
い
し
い
食
事
⑤
寝
た
き

り
予
防
の
リ
ハ
ビ
リ
が
特
徴
の
介
護

付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
自
分
の

家
族
が
こ
こ
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

施
設
に
す
る
こ
と
が
運
営
理
念
で
す
。

株
式
会
社
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア

「
カ
ー
サ
プ
ラ
チ
ナ
日
吉
」

一 

横
浜
市
港
北
区
箕
輪
町
3

－

2

－

7
二 

0
4
5

－

5
6
6

－

8
5
5
5

三 

①�

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
一
般

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
）

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤�

横
浜
市
指
定
介
護
保
険
特
定
施

設（
一
般
型
特
定
施
設
）

　

 

⑥
全
室
個
室

　

 

⑦
２
：
１
以
上

四 

東
急
電
鉄
東
横
線
・
目
黒
線
、
横
浜

市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン「
日

吉
」駅
よ
り
約
5
8
0
ｍ

五 

平
成
27
年
4
月
1
日

カーサプラチナ日吉　外観 ※建物の権利形態：賃借

株
式
会
社
ク
ラ
ー
チ

「
ク
ラ
ー
チ
・
メ
デ
ィ
ー
ナ
稲
田
堤
」

一 

川
崎
市
多
摩
区
菅
稲
田
堤
1

－

17

－
15

二 

0
4
4

－

9
4
5

－

0
7
5
1

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
南
武
線「
稲
田
堤
」駅
よ
り
約

1
5
0
ｍ
、
京
王
相
模
原
線「
京
王

稲
田
堤
」駅
よ
り
約
1
4
0
ｍ

五 

平
成
27
年
5
月
1
日

 

昼食付 施設見学のご案内

※平成27年4月1日より入居金制度が改定されました。
　詳しくは、入居相談室までお問い合わせください。

しゃぶ菜
コナミ全 関
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六 

上
質
で
華
や
か
な「
和
」の
伝
統
工
芸

に
包
ま
れ
な
が
ら
温
も
り
の
あ
る
空

間
で
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
頂
け
ま

す
。　

時
間
体
制
で
介
護
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
。
医
療
支
援
は
併
設
の
訪

問
看
護
事
業
所
と
協
力
医
療
機
関

が
連
携
し
て
お
り
ま
す
。
駅
か
ら
も

徒
歩
２
分
と
好
立
地
で
す
。

※�

週
40
時
間
換
算
で
介
護
職
員
6
名
、
夜
間

（
17
時
～
翌
9
時
）最
少
時
の
介
護
職
員
1

名

ラウンジ

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
ラ
イ
フ
株
式
会
社

「
コ
ン
ソ
ル
テ
新
緑
苑
」

一 

滋
賀
県
大
津
市
瀬
田
4

－

1

－

2

二 

0
7
7

－

5
4
8

－

6
1
1
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
一
時
金
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線「
石
山
」駅
よ
り
約

3
㎞

五 

平
成
27
年
4
月
1
日

六 

四
季
折
々
の
趣
あ
ふ
れ
る
瀬
田
川
の

ほ
と
り
に
位
置
し
静
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
出
来
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム

で
す
。

コンソルテ新緑苑　外観 ※土地・建物の権利形態：賃借

株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｃ

「
エ
リ
シ
オ
ン
守
山
」

一 

滋
賀
県
守
山
市
守
山
6

－

9

－

41

二 

0
7
7

－

5
9
6

－

3
2
2
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
選
択
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線「
守
山
」駅
よ
り
約

1.6
㎞

五 

平
成
27
年
5
月
1
日

六 

理
想
郷
を
掲
げ
た
弊
社
の
理
念
に
基

づ
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
居
住
空
間

の
中
で
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
、
職
員
一
同
が
寄
り

添
う
心
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

居室例　※エアコン、ミニキッチン、洗面台は備え付け

株
式
会
社
瑞
穂
会

「
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ　

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ　

瑞
穂
」

一 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
粉
河
7
7
5

－

1
二 

0
7
3
6

－

７
４

－

1
0
0
0

三 

①
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

 

②
利
用
権
方
式

　

 

③
一
時
金
方
式

　

 

④
入
居
時
自
立
・
要
支
援
・
要
介
護

　

 

⑤
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
可

　

 

⑥
全
室
個
室

四 

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線「
粉
河
」駅
よ
り
約

3
0
0
ｍ

五 

平
成
27
年
3
月
1
日

【
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
】

株
式
会
社
ラ
イ
フ
コ
ン
プ
リ
ー
ト
東
京

「
立
川
紀
水
苑
」

一 

東
京
都
立
川
市
幸
町
2

－

53

－

1

二 

0
4
2

－

5
3
7

－

8
9
2
8

三 

②
賃
貸
借
契
約

　

 

④
混
合
型（
自
立
含
む
）

四 

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
線「
泉
体
育

館
」駅
よ
り
約
8
0
0
ｍ
、
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
線「
砂
川
七
番
」駅
よ

り
約
8
8
0
ｍ

五 

平
成
27
年
5
月
1
日

六 

立
川
紀
水
苑
は
入
居
一
時
金
0

円
、
敷
金
0
円
に
て
ご
入
居
い
た
だ

※24

協会インフォメーション
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け
ま
す
。
居
室
は
バ
ル
コ
ニ
ー
、
お

風
呂
、
洗
濯
パ
ン
な
ど
が
つ
い
て
お
り

ま
す
。
最
寄
駅
か
ら
も
徒
歩
圏
内
で

す
の
で
家
族
の
方
も
お
気
軽
に
お
越

し
い
た
だ
け
ま
す
。

立川紀水苑　外観
土地・建物の権利形態：賃借

会
員
の
退
会
に
つ
い
て

●�（
株
）一
連（
ホ
ー
ム
名　

ケ
ア
ホ
ー
ム

安
ら
ぎ
茶
飲
み
宿
）は
退
会
の
た
め
会

員
登
録
抹
消
と
な
り
ま
し
た
。

●�

聖
母
の
会
福
祉
事
業
団（
株
）（
ホ
ー

ム
名　

セ
ン
ト
・
ベ
ル
諏
訪
湖
）は
、

退
会
の
た
め
会
員
登
録
抹
消
と
な
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
登
録
の
抹
消
に
つ
い
て

●�

ワ
タ
ミ
の
介
護（
株
）の
運
営
ホ
ー
ム
で

あ
る
レ
ス
ト
ヴ
ィ
ラ
座
間（
神
奈
川

県
）は
ホ
ー
ム
閉
鎖
の
た
め
会
員
登
録

抹
消
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
体
の
変
更
に
つ
い
て

●�「
ト
ラ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
宝
塚
」（
兵
庫

県
）は
、
ト
ラ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
宝
塚

（
株
）か
ら
ト
ラ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン（
株
）

へ
吸
収
合
併
さ
れ
、
事
業
主
体
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
体
及
び
ホ
ー
ム
名
の

変
更
に
つ
い
て

●�「
ブ
リ
ス
イ
ン
松
戸
」（
千
葉
県
）は
、

（
株
）ブ
リ
ス
か
ら（
医
社
）和
啓
会
へ
事

業
譲
渡
さ
れ
、
事
業
主
体
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
左
記
の

通
り
ホ
ー
ム
名
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

《
旧
》「
ブ
リ
ス
イ
ン
松
戸
」

《
新
》「
メ
デ
ィ
ク
ス
ケ
ア
ホ
ー
ム
松
戸
」

●�「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム
山
鼻
」「
シ
テ
ィ
ホ
ー

ム
山
鼻
２
号
館
」（
北
海
道
）は
、
事

業
分
割
に
よ
り
ホ
ク
ビ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム

（
株
）か
ら（
株
）ケ
ア
メ
ゾ
ン
へ
吸
収
分

割
さ
れ
、
事
業
主
体
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
左
記
の
通
り

ホ
ー
ム
名
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

《
旧
》「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム
山
鼻
」

《
新
》「
ケ
ア
メ
ゾ
ン
山
鼻
１
号
館
」

《
旧
》「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム
山
鼻
２
号
館
」

《
新
》「
ケ
ア
メ
ゾ
ン
山
鼻
２
号
館
」

ホ
ー
ム
名
の
変
更
に
つ
い
て

�《
旧
》「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム
山
鼻
３
号
館
」

《
新
》「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム
山
鼻
」

第
15
回
シ
ル
バ
ー
川
柳
募
集
！

シ
ル
バ
ー
川
柳
は
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

お
け
る
気
付
き
や
想
い
を
詠
ん
だ
川
柳
で

す
。
応
募
の
中
か
ら
入
選
20
作
品
を
選

出
し
、
作
者
に
賞
金
1
万
円
を
贈
呈
し

ま
す
。
入
選
作
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
9
月
上
旬
頃
発
表
予
定
。
応
募
者

の
年
齢
制
限
は
な
し
。
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

�

応
募
方
法
：
ハ
ガ
キ
に
①
川
柳
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
性

別
⑦
職
業
⑧
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
左
記
応
募
先
へ
。
ハ
ガ
キ
1
枚
に

つ
き
3
作
品
ま
で
。
点
数
制
限
は
な

し
。

　

�

応
募
先
：
〒
1
0
4

－

0
0
2
8

　

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２

－

10

－

12

　

国
際
興
業
第
二
ビ
ル
3
階

　

�

公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー

ム
協
会　
シ
ル
バ
ー
川
柳
Ｐ
係

　

�

問
合
せ
：
０
３

－

3
2
7
2

－

3
7
8
1

　

�

締
切
：
平
成
27
年
7
月
1
日（
水
）

必
着

※
自
作
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
当
協
会

に
帰
属
し
ま
す
。

※
応
募
時
に
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

シ
ル
バ
ー
川
柳
の
運
営
以
外
の
目
的
に
使

用
せ
ず
、
適
正
に
管
理
い
た
し
ま
す
。
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　『輝・友の会』は、有料老人ホームへの入居を希望する皆さまに、継続的に情報をお知らせすることを目的とし
ています。入会金・年会費等は無料です！ご自身やご家族の入居をお考えの方であればどなたでもご入会いた
だけます（業務・営利目的での入会はできません）。興味をお持ちの方はご案内と入会資料をお送りしますので、
電話（03-3548-1077）・FAX（03-3548-1078）・手紙等でお気軽にお問い合わせください。また、ご友人や
お知り合いの方にも「輝・友の会」をご紹介ください。

入会特典入会特典

「輝・友の会」に入りませんか「輝・友の会」に入りませんか

特典
1 入会時に
「有料老人ホームの基礎知識」を

プレゼント

特典
2 年4回「輝・ニュース」（本誌）の送付

特典
4

特典
3 協会主催入居希望者向け

セミナー等のご案内

特典
5 希望する協会登録ホームの

パンフレット送付
（お一人あたり年10ホームまで）

協会登録ホームの体験入居割引
割引の有無や割引率は
ホームにより異なります（ ）

▶JR「東京」駅 八重洲南口より 約 600m
▶JR「有楽町」駅 京橋口より 約 400m
▶東京メトロ有楽町線「銀座一丁目」駅
　3 番出口より 約 200m
▶東京メトロ銀座線「京橋」駅
　3 番出口より 約 270m

来会にて入居相談室をご利用いただく際には
有料老人ホームへ入居をお考えの方のご相談を、来会、電話、手紙でお受けしています。お気軽にご利用ください。

来会での相談受付
10時～17時

（土日祝日、年末年始はお休み）
入居相談の他、各登録ホームの契約書、
財務諸表等の資料の閲覧もできます。
また、ホームのパンフレットなどもご用
意しておりますのでご利用ください。
予約は必要ありません。

アクセス

編 集 後 記
陰暦６月は水無月（みなづき）と呼ばれますが諸説あるなかで「梅雨が 明けて水が涸れてなくなる月」であると解釈する
ことが多い反面、［田植が終わって田んぼに水を張る必要のある月「水張月（みづはりづき）」「水月（みなづき）」からきてい
る］とする説が有力であると言われています。古より日本人は四季（春夏秋冬）の移り変わりを肌で感じて楽しみ、作物の
成長とともに季節感を生活の中で大事にしてきました。また、日本独自の文化である「衣替え」の習慣は平安時代の宮中行
事から始まったと言われ、「衣替え」も季節の移り変わりを実感させてくれる素晴らしい習慣だと思います。今日では毎年
６月と10 月に一斉に衣替えが行われますが、みなさまにおかれましてはどのようにされていますか。
しかしながら、近年の地球温暖化は日本だけでなく世界に異常気象をもたらし季節を感じる余裕さえを与えてくれませ
ん。梅雨がきて明ければ夏が到来します。古来からの習慣だけでは乗り切ることができない「現代の夏」ですが体調管理
に注意してよい季節を感じていただければと思います。

■発行日
　平成 27 年 6 月1 日
■発　行
　公益社団法人 全国有料老人ホーム協会
■発行者
　福山　宣幸
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入居相談室より

このような相談でお困りの方・・・
協会では「入居相談室」を設置し、有料老人ホームへ入居をお考えの方、また高齢期の住み替えでどこへ
相談したらよいのか困っている方のご相談を、来会、電話、手紙でお受けしています。
※来会をご希望される方は27ページのご案内をご確認ください。
　来会での相談受付：10時～17時（土日祝日、年末年始はお休み）

お問い合わせ
資料請求

公益社団法人 全国有料老人ホーム協会

TEL：03－3548－1077（入居相談）　FAX：03－3548－1078
〒104-0028 東京都中央区八重洲2-10-12 国際興業第二ビル 3F

http: //www.yurokyo.or.jp

子供の住んでいる地域で

ホームを探したいのだけれど、

どうしたらいいの？

介護付有料老人ホームと
住宅型有料老人ホームは

どう違うの？

ペットと入居できる

ホームはあるの？

ペースメーカーを

つけているのだけれど、

入居はできますか？

看護師が24時間いる

ホームはあるの？

有料老人ホームへ

入居したいのだけれど、

費用はどれくらいかかるの？

今回入居相談室へよせられた相談内容をご紹介いたします。

今回のご相談
QQ

回答AA

未届の有料老人ホームがたくさんあるようですが、どこに
聞けば届出されているかどうか情報が得られるのでしょ
うか。

有料老人ホームの事業者は、ホームを設置する際に所在する都道府県（または

指定都市、中核市の場合あり）へ事業の届出をすることが老人福祉法（第29条

第1項）により義務づけられています。都道府県等はホームに対して、入居者保護の観点か

ら運営状況の報告を求めたり、定期的な立入調査を実施したり、問題がある場合には改善命

令をすることができます。最近、新聞等で問題になっている劣悪なホームの中には未届のホー

ムがあり、未届のホームは都道府県等の目が届かないところで運営が行われているため、事

件や事故が起こって初めて問題が発覚するということになってしまっています。

もし、ご関心のあるホームがありましたら、まず、所在地の都道府県等にお問い合わせに

なり、届出しているホームかどうかをご確認ください。なお、協会登録ホームは、全てが届

出ホームです。
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